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          緒  言

 各種疾病の地理的分布を比較研究することは，

それぞれの疾病の病因の究明に有力な手がかりを

与えるのは当然であり，地理病理学の主要なる意

義もここにある．かかる研究のためには，罹患率

をもつて比較することが妥当であるが，罹患率は

伝染病などごく限られ鳶疾病についての数値しか

入手し得られない．わが教室においては，さきに

1950年にっき渡辺清綱1）が，更に．1951～53年にっ

き加藤正直2）が，年令訂正死亡率をもつて，若干

の病気の国別此較を行なった．いうまでもなく各

種の疾病の死亡率はすべての国において変動しつ

づけている．薯者は1954～56年の資料3）に基いて

．24力国（ただし米国は白入と有色入を匠別する）

の年令訂正死亡率を算出し，その数字にづいて比

較老察．を行なうたのでここに報告する．

       資料および計算方法

 WM・O・刊行のAnnual EpidemiolQgical and Vital

Statisticsに記載された数値にもとづいて，1954年，

1955年，1956年の3力年を一括して，それについて年令

訂正死亡率を算出した．

 訂正計算に使用した標準人口は，東北大学医学部公衆

衛生学教室にて計算した1950年における世界46力唱の男

女1合計数（約7億1450万）を用いた4）．この標準入口の・

年令構成（全年令人口を10万とする）はデ1に示す如く

である．著者が年令訂正死亡率を．計算し鳶．国名は次の遣

りである．

 Republic of South Africa（以下South Africaと略）

（一入についてのみ），Canada， U．S．A （Whiteおよび

Non－Whiteに区別する）， Dr mlnican Republic（以下．

Dominicaと略）， Ceylon， Israel（ユダヤ人のみ），日

本，Germany（Federal Repub1三。）（以下Germanyと

略），Austria， Denmark， Finla丑d， France， Ireland，

Italy， Norway， Netherlands， Portugal， Englp．．nd ＆一・

Wales， Scotla． nd， Northern－lrelnc nd， Sweuen， Switzer－

and， Australia， NewZealand。（ただしScuth Africa．

／とついては1955年の数字は入手し得られ．夏かった．）

 死因としては第6回改正国際死因統計の「50項目死因

簡単分類表」に基く次の36疾患について計算した．その

項目名称は下記のごとくである．全死因，全結核，呼吸．

器系の結核，その他の結核，赤痢，ジフテリア，百．日

咳，髄膜炎菌感染，急性灰白髄炎，麻疹，悪性新生物t．

（リンパ組織および造血組織の新生物を含む），良性およ

び性質不詳の新生物，糖尿病，貧血，中橿神経系の血管．

損傷，全心臓疾患，慢性リュウマチ性心臓疾患，動脈硬．

化性および変性性心臓疾患，その他の心臓疾患，高血圧．．

症，心臓疾患を伴う高血圧症，心臓の記載のない高血圧一
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27



：28

表1 標準人口の年令別人口構成

全 年 令
人口100，000
に対する割合

O一一 4

5－v 9

10一一14

15’一19

20一一24

25”一29

30’一34

35’一39

40・一44

45・v49

50・v54

’55N・59

60N64

65N69

70一一74

75以上

11，626

9，865

9，174

8，569

8，329

7，811

6，437

6，790

6i309

5，678

4，927

4，016

3，484

2，763

2，040

2，183

ゴ症，肺炎（新生児肺炎を除く），気管支炎，胃および十二

脂腸の漬瘍，虫垂炎，腸閉塞およびヘルニア，胃炎。十

．二指腸二野・腸炎および大腸炎（新生児下痢を除く），肝硬

一変，腎炎およびネフローゼ，精紳病の記載のない老衰な

．らびに診断名不適当および不明の原因，不慮の事故，自

：動車事故，その他の不慮の事故，自殺および自傷，他殺

および戦争行為．

 更にこれらの死因について日本の訂正死亡率を100と

一する場合の各国の死亡率り指数を算出して比較した．更

にまた1951～53年の訂正死亡率を100とした場合の1954

tt `56年間それの指数を算出した．

 なお訂正死亡率の算出に当’り，若干の国においては3

・年間のすべての年次の年令別人ロ構成室料を入手し得な

かったため，1年または2年の人口をもって計算した．

・それらの国名および年次は次の如くである．

 1954年：Italy，1954年および1956年：South Africa，

ユ956年：Dominica．

       計算成績ならびに考察

 各国における男子の死因別訂正死亡率を表皿，

一各国における女子の死因別訂正死亡率は表皿に示

ｷ．

 （1）全死因

 全死因の訂正死亡率をみると，男では，Portugal，

（1352．6）（入口10万につき，以下同），Ceylon

t．（1261．7），U．S．A． Non－white （1251．1）， Finland

（1143．2）の順に高率であり，日本（1112．5）は

これらの国に次いで第5位である．以下South

Africa， Austria， Scotland， Franceの順に少な

くなり，． ﾈ上の国が訂正死亡率1000以上を示す．

最も低率を示すのはNorway（704。2）であり，

Netherlands （ 729．3）， Sweden （ 738．2），

Denmark（762．5）， Israel（844．1），等がこれに

ついで低い．

 日本の男の全死因死亡率を100とすると，Por－

tugal 122， Ceylon 1，13， U，S．A． Non－white

112，Finland 103となり．，South Africa・奈ustria・

Scotland， Franceぶ90台， Italy， Ireland．、 Ger一

．many，．Domini．ca，．， Epgland ＆． W， ales， North－

ern－lreland， U．S．A． White， Canada， Switzer－

land， Australiaが80台， NewZealand， Israel

が70台，Denmark， Sweden， Netherlands， Nor・

wayが60台である．

 女では訂正死亡率をみると，Ceylon（1296．7）

が第1位を占め，Portugal（1016．8）が次ぎ，こ

の2国が1000を越える．以下U・S．A． Non－white

（967．3），Dominica（869．・7）となり，第5位は

日本（838．5）である．一方最低国はNorway

（544。3）であり，Netherlands（590．2）， Sweden

（s94．0 ）， NewZealand （sgs．7）． U．S．A． White

．（604．5）がこれについで低い．

 日本を1QOとした場合の指数をみると，Ceylon

は15与・Portug・1エ21・U・SrA・ N・n－whit・115・

Dominica 104となり．， Ireland， Italy， Scotland

が．90台，Finland， Austria， Northern－lreland，

G6hnany， Israel， South Africaが80台，

Switzerland， France， Australia， Canada，

England ＆ Wales， Denmark， U．S．A． White，

NewZealand， Sweden， Netherlandsが70台，

Norwayが，65となる．

 1951－53年の訂正死亡率を100とした場合，

1954－56年のそれは，日本では男90，女85を示し，

減少している．South Africaの男およびAustria

の男ではおめおの102，101を示し，わずかながら

増加しているが，他のほとんどの国は90～100の

間にある．
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 （2）全結核

 ：B1，（50項目死因簡単分類）「呼吸器系の結核」

と，：B2．「その他の結核」の合計を全結核として

計算した．

 男の全結核訂正死亡率はPortugal（85．4）

が最高で，次いで日本（72．4），Finland（58．9）

が来り，以下Dominica， France， Ireland，

Atlstria， U．S．A． Non－whiteはいずれも30台の

訂正死亡率で続いている．以上の国以外はすべて

30以下である．最も低いのはDenmarkで5．9
を示し，次いでNetherlands（7．2）， U．S．A．

White（9．8）が訂正死亡率10以下の国である．

 日本の男の結核死亡率を！00とした場合の各国

の死亡率の指数は，ρortuga1が118で， Finland

81，Dominica 53， France 50であり，他の国は

いずれも50以下を示す。最低位のDenmarkは

7であり，その死亡率は日本の14分の1にすぎな

い．次いでNetherlands 10， U．S．A． Whiteが

14である．

 女の全結核訂正死亡率をみると，．日本が最高率

を示し（47．6），次いでPortuga1（43．1）， Domi－

nica（40．3）と続く．以■ヒが訂正死亡率30以上の

国であり，Ceylon， Finland， Irelandが20台で

続いている．最低率はU．S．A． Whiteが3．5，

次いでAustralia（3．8）， l Denmark（4．6），

Netherlands（4．8）となる．

 日本の訂正死亡率を100と．した場合の各国の指

数は，Portugal 91， Dominica 85， Ceylon 51，

Finland Sl，Ireland 50で，以上の国が，指数50以

上を示す．10以下の国のうちではuS・A・White

力撮：も少なく7，Australia 8， Denmarkおよび

Netherlandsユ0である．

 1951～53年の死亡率と比較すると，すべての国

で著しい減少を示している．1951～53年の訂正死

亡率を100とする場合，1954～56年の率は，日本

は男68，女60であり，この間に3～4割の減率を

示した．この問に最も減率の少ない国は，Austria

にして，男92，減率の最：・も回しい国はNorthern．

Irelandの女β7翁あるが，大多数の国は40－6b台

を示し約半減している．

 （a）呼吸器結核

 男の呼吸器結核の訂正死亡率の最高位は，Por－

tuga1（73．8）であり，次いで， 日本（64．8）が．・

第2位を占め，以下Finland（55．4）， Dominica

（37：一8），France（32．2）等が訂正死亡率30を越

える国である．訂正死亡率10以下の国は，Den一一

mark （ s． 2）， Netherlands （ 6． ？一）， U．S． A．．

White （ g． 3）， Canada （ g． 6）， Sweden（ 9．8）

である．

 日本を100とした場合の指数はPortugal 114，・

Finland 85， Dominica 58， France 50であり，

以上を除くすべての国は50以下の指数を示す．

Denmark（8）およびNetherlands（10）は日本：

の10秀の1以下の死亡率を示すにすぎない．

 女の呼吸器結核訂正死亡率はDom雛ca（39．7）

が最高で，日本（39．1）は第2位，以下Portugal．

（332），Finland（21．7）， Ceylon（21．5）の順一1

である。最低率国はU．S．A． White（3．2）であ

り， ついで Australia （3．2）， Netherlands ・

（ 3． 6）， Denmark （ 3． g）， S3uth Africa．

（4．2），New Zealand（4．5）が低い．

 日本の女を100とした場合の指数はDomlnlca
101，Portugal 85， Finland 56， Ceylon 55が50以

上を示す．U．S．A． WhiteおよびAustraliaは・

8，Netherlands g， Denmark 10となり，これら．

の国は日本の10分野1以下の死亡率である．

 （b）その他の結核

 呼吸器結核以外の結核の訂正死亡率をみると，

男ではPortuga1（11．6）が第1位を占め，日本

（7．6）第2位，ついでIreland（6．1）， France

（ 4． 1）， Switzerland （ 3． 7）， ltaly （ 3． 6）．

Finland （ 3． s）， Austria （ 3． 3）， U．S．A． Non－

whiteお1よびCeylon（3．2）と低率になってく

る．最低率はDominica（O． 3）で，ついでU・

S．A． White（O，6）， Australiaおよ．びDenmark

（0．7）が，訂正死亡率1以下の国である．

 日本を100とした羽合の各国の指数は，Portu『

galが151で， 日本の約1．5倍であり， Ireland

80，Fran¢e 54で・．以上が50以上の国で．ある・1Q以

下を示すゐは，最低Dominica 3にして， U・S・A．

White 8， Australia 9， Denmark．10であ．る．．

 女の訂正死亡率をみると，最高はPortuga1
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表II 24ヵ国における男子の死因別訂正死亡率 1954－1956年

国際簡単
分類番号

B1，2
Bl
B2
B6
B8
B9
BIO
B12

B14

B18

B19
B20
B21

B22

B25－28
B25
B26

B27

B28， 29

B28
B29

B31

死 因

全死因．

全結核

呼吸器系の結核

その他の結核

赤 痢

ジフテリア

百日咳

髄膜炎菌感染

急性灰白髄炎

麻 疹

悪性新生物（．リソバ組織及び造
血組織の新生物を含む）

良性及び性質不詳の新生物
糖尿病

貧 血

中枢神経系の1血管損傷

全心臓疾嵐

慢性リュウマチ性心臓疾患

動脈硬化性及び変性性心臓疾患

その他の心臓疾届、

高tiE圧症

心臓疾黒を伴う高血圧症

心臓の記載のない高」血圧症

肺炎（新生児肺炎を除く）

B32
B33

気管支炎

帝及び十二指腸の潰瘍
B34 虫垂炎

B35

B36

B37

B3弓

B45

腸閉塞及びヘルニア

胃炎，十二指腸炎，腸炎及び大
腸炎（新生児下痢を除く）

肝硬変

腎炎及びネフローゼ

精神病の記載のない老衰並びに
診断名不適当疎び不明の原因

BE47，48．不慮の事故
BE47
BE48
BE49
BE50

自動車事故

その他の不慮の事故

自殺及び自傷

他殺及び戦争行為

南アフ
リカ
（白人）

1094．2

12．9

10．5

2．4

O．9

2．4

O．9

1．1

3．8

O．9

160．0

2．5

カナダ
米 国

白人有色人

928．7L 932．l11251．1

11．1

9．6

1．5

O．2

O．1

O．6

O．6

O．6

O．9

132．5

1．9

6．9r 8．5

1．61 ！．8

85．9r 80．6

304．51 313．3

3．9f 8．9

278．8

3．0

26．4

18．7

7．7

60．1

13．4

8．7

2．7

7．0

15．8

8．7

16．9

50．5

73．5

30．9

42．6

18．5

4．0

270．7

12．6

26．7

21．1

5．6

31．6

4．9

7．4

1．6

5．5

6．2

6．3

14．1

11．2

80．7

30．4

50．3

11．1

1．4

9．8L 31．5

9．3

O．6

03
O．1

O．1

O．6

O．8

O．2

137．1

2．4

28．3

3．2

1．2

O．3

O．8

O．8

O．4

O．5

142．9

3．0

ドミ

「ニカ

セイ

ロ ン

980．3j1261．7

38．1

37．8

O．3

29．0

25．8

3．2

5．5／ 9．8

2．3

2．6

1．8

30．1

4．9

2．0

イスラ

エル

844．1

12．0

10．．7

1．3

2．8

O．2

o．71’ o．7

O． 04

O．6

O．5

26．1

O．6

O．3

4．0

1．6

114．8

8．1

日本

1！12．5

72．4

64．8

7．6

7．3

1．0

LO
O．2

O．5

3，1

123．7

7．0

西独

984．9

！2．1

L5
85．5

369．3

10．3

316．1

12．4

35．7

30．5

5．2

23．5

2．1

8．3

11．51 2．9

2．91 14．4

135．3L 16．0

gZtiL95－9iJ34，！2・O

！90．，g・OI一一9：・ii2

244．0］ 9．4

27．31 63．6

110．21 10．8

94．61 O．9

15．71 9．9

52．71 36．2

；一i．ilgi一一zi’i－i－i・．4，

1．5

4．6

3．9

12．4

9．7

9．6

75．7

35．5

40．2

15．6

3．4

2．5［ O．8

7．51 3．3

9．9 69．2

！o．21’ 10．2

26．0］ 8．7

45．8

105．7

43．2

62．6

6．9

40．8

295．7

21．5

7．1

14．4

5．6

8．9

23．5

21．2

2．3

O．1

O．5

1．1

O．5

O．7

O．8

153．0

7．3

U，・2isc・8L

36．6］ O．6

3．li 6．2

19．4］ 94．2

92．gl 24s．s1

4．41 7．7i

1．81 1．5

207．21 120．8

91．41 177．9

3．51 O．8

50．21 214．Ii

33．81 ！8．3

60．51 149．8

23．91 19．4

9．0  16．OI 15．7  ユ0．0

4．5

4．5

70．9

12．2

2．9

O．8

7．2

54．6

6．8

11．5

317．1

47e4

4．8

42．6

12．1

7．9

5．8 3．51 7．8

10．2i 12．21 2．2
   
28．51 46．0  36．8

5．9

4．8

O．8

7．2

15．6

5，3

9．6

34．3

56．5

8．2

48．3

16．21 13．0

28．8f 8．6
1．9f 4．3

7．4t 8．7

38．81 3．6

14．IL 13．3

27．61 9．2

131．0

61．3

11．6

49．8

7r41M－3rrt．1

13，2 3．0

63．6

78．0

37．0

41．0

22．4

1．3
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《証死亡率は・95・年の騨6・国・人・を騨，率は入U…調）

．オース

トリ．ア
アンマ
ーク
ブイン
ランド

フラ

ソス

Il！71・81－Zgtii：．i22・5］！lt！flE：一！43・2119t9！｝．：一108・1

32．91 5．9

29．6［ 5．2
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表HI 24ヵ国における女子の死因別訂正死亡率 1954－1956年1

国際簡単
分類番号

B1，2
Bl
B2
，B6
B8
B9
BIO

B12
B14

B18

B19
B20
B21

B22

B25－28
B25

B26

B27
B28， 29

B28

B29
B31

B32
B33

B34
B35

B36

B37
B38

B45

BE47， 48

BE47
BE48
BE49
BE50

死 因

全死因

全結核

呼吸器系の結核

その他の結核

赤 痢

ジフテリア

百日咳

髄膜炎菌感染

急性灰白髄炎

麻 疹

悪性新生物（リソバ組織及び造
血組織の新生物を含む）

良性及び性質不詳の新生物
糖尿病

貧 血

中枢神経系の血管損傷

全心臓疾患

慢性リュウマチ性心臓疾患

動脈硬化性及び変性性心臓疾患

その他の心臓疾患

高血圧症

心臓疾患を伴う高血圧症

心臓の記載のない高血圧症

肺炎（新生児肺炎を除く）

気管支炎

胃及び十二指腸の潰瘍

虫垂炎

腸閉塞及びヘルニア

胃炎，十二指腸炎，腸炎及び大
腸炎（新生児下痢を除く）

肝硬変

腎炎及びネフローゼ

精神病の記載のない老衰並びに
診断名不適当及び不明の原因

不慮の事故

自動車事故

その他の不慮の事故

自殺及び自傷

他殺及び戦争行為

南アフ
リカ

（白人）

703．7

5．2

4．2

1．0

O．4

2．5

1．1

O．7

2．8

O．7

111．7

3．3

11．3

2．4

92．9

162．1

4．3

133．6

1．8

30．7

22．4

8．3

42．3

5．4

2．3

1．4

5．2

13．9

3．9

13．6

46．6

26．4

8．1

18．3

4．3

1．5

カナダ

637．3

6．4

5．3

1．1

O．1

O．1

O．8

O．4

O．4

1．0

114．7

2．6

米 国

白人

604．5

3．5

3．2

O．3

O．2

O． 05

O．2

O．5

O．6

O．3

112．1

2．7

有色人

967．3

16．3

13．6

2．7

O．9

O．2

O．9

O．6

O．3

O．5

124．5

6．0

12．ユ  14．3… Z1．8

2．11 1．5

83．51 76．8

191．51 212．3

9．81 9．8

145．91 163．4

9．7］ 6．8

32．1

26ユ

6．0

24．1

2．2

1．8

O．9

4．3

5．1

3．4

12．8

9．8

29．9

10．4

19．5

3．5

O．9

36．5

32．2

4．3

15．9

1．1

2．0

O．8

3．9

3．4

5．9

7．2

5．3

28．8

11．0

17．9

4．2

1．3

2．8

144．7

303．0

9．5

174．2

．ユ9．0

114．1

100．3

13．8

36．7

1．6

2．5

i．7

5．5

8．5

6．6

22．8

35．2

40．6

12．1

28．5

1．7

9．9

ドミ

ニカ

セ．イ

ロ ン

869．711296．7

40．3］ ’24．4

39．7

O．6

5．7

2．1

21．5

3．0

8．8

1．8

イスラ
エノレ

日本

704．81 838．5

6．21 一47．6

3．0

O．1

2．2

46．6

6．1

5．4i 39．1

0．81 8．5

2．51 8．5

O．21 O．9
de． gl

Orl

O．6

O．6

29．2

1．0

1．0

O．2

2．8

1．3

！17．8

7．6

Ll
e．1

O．3

3．3

93．4

6．3

西独

733．01．

9．9［．

2．9

14．6

18．1

58．9

O．6

5．9

51．7

7．5

O．7

6．8

27．0

20．5

O．7

O．7

1．6

60．7

5．1

4．9

280．3

7．5

O．9

6．6

1．1

1．9

7．9L

2．Oi．

O． 031，

一礪．．

8．6

42．1

13．8

70．2

4．6

36．7

26．5

5．0

2．4

2．5

75．6

13．8

3．6

O．4

2．0

57．4

2．6

14．3

403．5

21．8

1．8

20．0

5．6

1．7

1．2L

o蕩．

o ：rJI，

O．71，

127．II’

7．3L

5．II 3．11 9．OL

1．3

102．2

176．8

16．0

ユ33．2

18．2

18．0

9．3

8．7

28．6

2．8

1．8

154．5

71．6

4．9

49．2

15．0

12．6

2．5

10．1

36．7

11．3

1．51 IU．2

O．91 1．6

5．11 5．0

17．8

3．3

9．6

41．0

30．7

2．5

28．1

5．5

O．6

39．3

8．0

24．9

ユ14．3

20．0

3．2

16．8

19．1

1．6

1．91，

115．6P，

128．9［

1．21．

102．8

14．4

13．0

10．6i1

2．4i．

29．51i

7．0

1．6

2．7L

6．811

2．91

5．7

6．6

58．1

26．6E1

7．911i

18．7i1

10．211

O．911
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（訂正死亡率は1950年の世界46力国． ﾌ人口を標準，率は人口10万対）
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（9．9）であり，日本（8．5）はついで第2位．を

占める．Ireland（5．6）， Austria（3．8）， Ita！y

（3．3），Switzerland（3． 2）， Franceおよび．

Ceylon（3．0）が3．0以上の訂正死亡率を示す．

最低率を示すのはU．S．A． White（0．3）で，

次いでDominica （0．6）， Australia（O．6），

New Zealand （ O． 7）， Denmark （ O． 7）， lsrael

（0．8），Sweden（0．9）であり，これらはいず

れも訂正死亡率LO以下の低率に属する国であ
る．

 日本を100とした揚合の指数では，Portuga1

117，Ireland 66が50を越え，他の国はすべて日

：本の半分以下であり，U．S．A． White， Dominica，

Australia， New Zealand， Denmarkは日本の

10分半1以下にすぎない．

 Dominicaは，呼吸器結核死亡率は甚だ高率で

あるが，「その他の結核」死亡率は特に低率とな

っていることが注目される．

 （3）赤痢

 男の赤痢の訂正死亡率はCeylon（9．8）が第

1位で，日本（7．3）が第2位，次いでDominic・L
（ 5． s）， lsrael （’2．8）， Portugal （ 1． s）， U．S．A．

Non－white（L．2）相次ぐ．以上の国が訂正死亡

率1．0以上を示し，他の国はすべて1．0以下であ

り，SwedenおよびNorwayは計算年次におい
て死亡者皆無である．

 日本の訂正死亡率を．100とした場合の指数は，

Ce／ionが134， Dominica 75， Israel 38， Fot・

tugal 20， U．S．A． Non－white 17， South Afric？．

13であ1り，．他の国はすべて10以下である．

 女の赤痢訂正死亡率の高率順位も男の場合とほ

ぼ同様であり，Ceylon（8．8），日本（8．5），

Domini’ca （s．7）， lsrael （2．5）， Portu．」a．

（1・2）の順であり，他の国は1． 0以下を示す．

Norwayは計算年次において死亡者皆無である．

 日本を100とした揚合の指数は，Ceylon 104，

Domf・nica 67， lsrael 30， Portugal 14， U．S．A．

Non－white 11であり，他の国は5以下である．

 1951～53年の死亡率と比較すれば，多くの国に

おいては減少を示している．日本は1951～53年を

100とすれば，男55，女57となる．

 赤痢訂正死亡率では，男女ともにCeylonに

ついで日本が第2位を占めること，および西欧白．

人早筆に於て非常に低率であることが特に注目に

値する．

 （4）．ジフテリア

 男のジフテリア訂正死亡率は， Portugal（2．6）

が最高であり，South Africa（2．4）， Dominica

（ 2．3）， Ceylon （2．0）， Italy （ 1．6） にっし、

で日本（1．0）で6位である．以上が1．0以上の

国であり，他の国はすべて0．6以下で，Northern－

IrelandおよびSwedenは計算年次において9iE

亡者皆無である．

 日本の死亡率を100とした場合の指数は，Por－

tugal 2ss， South Africa 23g， Dominica 230，

Ceylon’196， Italy 160で日本より多く，ついで

Austria 50台， Netherlands， Germany， Ire13．nd

が40台である。

 女の訂正死亡率は，South Africa（2．5）が

最高で，Portugal（2．3）， Dominica（2．1），

k．；eylc，n（1．8）， Italy（1．5），ついで日本（0．9）

6位である．Denmarkは計算年次において死亡

数皆無である．

 日本を100とした場合の指数はSouth Africa，

portu3al， Dominicaが2QO台， Ceylon， Italy

が100台，Netherlands 50台，他の国は日本の

半分以下である．

 ジフテリアの死亡率は，日本は男女とも．6位を

占め，加藤の1951～53年の計算結果に比して，順

位，訂正死亡率ともに上昇していることが注目さ

れ，1951－53年の死亡率を100とすれば，男125，

女113となる． 日本とともにlrelandおよび

Ceylonではこの間に増加を示すが，他国は減少

している．

 （5）百日咳

 男の百日咳訂正死亡率は，Dominica（2．6）

が最高で，Portugal（1．9）， Austria（1．7），

Irel・and （1．6）， Germany （1．1）， France

（1．0）についで日本（1．0）は7位である．

 日本を100とする揚合の指数では，Dominica

269で， 日本の2．5倍以上で，Portugal 199，

∫．u3tria 174， Ireland 165が1．5倍以上，ついで
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鱈ermany 110， France 107となる． Sweden，

：NewZealand， Austraiia， U．S．A． Whiteは日

：本の5分の1以下である．

 女では訂正死亡率は，男の場合と同じくDo一

二minica（3．0）が1位， Portugal（2。7），Austria

 ，（ 1．7）， Northern－lreland （ 1．3）， Germany

 ’（1．3），Ireland（1．2），次いで日本（1．1）は

7位である．

 日本を100とする場合の指数はDom量nica 266，

：Portugal 237で， 日本の2倍以上， Austriaが

約1．5倍であり，Sweden， U・S．A． White，

Austraiia， NewZealandは日本の5分の1以下

である．

 195！－53年の死亡率と1954－56年の『死亡率を比

．倒すると，男女ともにDominicaでは増率し，

．他の国では解しく減少している．口本は1951－53

年の死亡率をユQOとした場合，舅44，女35であ

匂．半分以下に減っている．

 百日咳の死亡率は男女を通じてDominica，
：Portugal，、 Austriaが1，2，3位を占め， 日本は．

7位である．

 （6）髄膜炎菌感染

 男の髄膜灸菌感染症の訂正死亡率は，New
Zealarld（1．3）が1位で，ついでSouth Africa

〈 1． D， Austral，ia （ 1． ！）， LqT｝cotl，and （1．1）

およびIreland（1．0）が1．O以上を示す国であ

る．日本（0．2）は24ヵ国中20位である．

 B本elOOとする時合の指数は，New Zealand，

South Africa， Australiaが500台， Scotland，

Irelandが400台， U．S．A． Non－white， Northern

Ireland， England＆Walesが300台， Canada，

U．SA White， Netherl／’ands， Gerfinany， Switz－

erlandが200台， Italy， France， Norway，

Finland， Israe1が100台で，以上大部分の国が

H本より大きく，日本より少ない国はAustria，

Denmark， Sweden， Ceylon， Dominicaの5国

のみである．

 女の訂正死亡率は，Au．stralia（1．0）が1位

で，ついでNorthern Ireland（0．7）， South

Africa （ O．7）， U．S．A． Non－white， Portugal，

Ireland， England ＆ Wales， Netherlands，

Scotland，New Zealand（0．6）となり，以上が

訂正死亡率0．5以上の国である．日本（0．1）は

22位である，Dominicaは計算年次において死亡

数皆無である．

 日本を1aoどする場合の指数は， Australiaが

83s， Northern lreland， South Africa， U．S．A．

Non－white， Portugal， Irelandが500台， Eng－

Iand ＆ Wa］es， Netherlands， ．S，cotl／ane，， New

Zealandが400台， U．S．A． Wh量te， Canadaが

300台，Sw呈tzerland， Italy， Germany， Norway

が200台であり，他の国は100台となる．日本よ

り少ないのは，Dominicaが皆無であるのを除

き，Ceylon 49， Sweden 66の2国である．

 1951－53年の死亡率と比較してみると，Sweden

の男が約2倍，IsraelおよびNew Zealandの

男，Italyおよび， Northern Irelandの女では

増加を示しているが，他では減少している．日本

は男女ともに約3分の2以下に減少している．

 本疾病による死亡率が，New Zealand， South

Africa， Australiaの南半球諸国において男女と

も1ないし3位を占めること，ならびにDominica

に皆無，Ceylonにおいても著しく低率であるこ

とが特に注目される．．

 （7）急性灰白髄炎

 急性灰白髄炎の訂正死亡率は，男ではユ位の

Israel（4．0）および2位のSDuth Africa（3．8）

が他を圧して高く，3位のSw呈tzerla1ユd（2．0）

の約2倍である．New Zealand（1．8）， Austria

（1．8）の一群がこれにつぎ，他の国はすべて

1．0以下である．洲本（0．5）は高率順位18位に

在る．Dominicaは計算年次において死亡数皆無

であり，Denmark， Northern Ireland， Portugal

がこれについで低率である．

 日本を100とする指数では王srae1およびSouth

Africa が800台， Switzerland．400台。 New

Zealand， Austriaが300台であり，その他は

100台の国が多く， 日：本より低率の国では，Do－

minicaが皆無であるの．を除き Denmark 7，

Northern lreland 44， Portugal ss， Sweden

77，U．S．A． Non－white 83， Netherlands 88で

ある．
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 女では，男と同じくlsrael（2．8）およびSouth

Africa（2．．8）が特に高く，っv）でSwitzerland．

（ 1．4）， Austria （ 1．4）， New Zealand （ 1．o）

が，訂正死亡率1．0以上の国である．日本（0．3）

は！5位を占める．最低率はDenmark：（0．03）

であり，Dominica（0．06）， portuga1（0．2），

Scotland（0．2）， Netherlands もこれについで

低く，これらの国は1位のIsraelの10分の1以

下を示す．

 日本を100とする指数では，Israel， South

Africaが800台， Switzerland， Austriaが4QO

台，NewZealand， Finlandが200台で，その他

は100台が多く，日本より低率の国は，Denmark

g， Dominica 20， Portugal so， Scotland 58，

Netherlands 73， Northern lreland 81， Sweden

86，U．S．A． Non－white 87， France 8s， England

＆Wales 91である．

 1951～53年の死亡率と此べてみると，．South

Africa， Austria， Finland， Switzerland では

男女ともに増加を示すが，他は減少している．

Denmark， Norway， Sweden， Australia等で

は特に減少が著しい．日本の減少度は1951～53年

を100とした頃合．男83，女60である．

 本症の死亡率においては，男女ともにIsrae1，

South Africaの2国が著しく高率なことが特に

注目される．なおこの率は本症に対する予防ワク

チン施行前のものであり，今後の推移が，減率が

注目される．

 （8）麻疹

 男の麻疹の訂正死亡率は，日本（3．1）が1位

を占めている．ついでPortugal（2，3）， Domi－

nica（1．8）， Israel（1．6）が特に高率であり，

他の国はずべて1．0以下である．最：低はSweden

（0．2）である．

 日本を100とした場合の指数ではPortuga175，

Dominica 59， Israe151であり，他国は30以下

である．最低のSwedenは6，ついでDenmark
7，US・A・WhiteおよびNorthern Irelahd 8，

England＆WalesおよびScotland g， Norway．

10で，いずれも日本の10分の1以下の死亡率を示
す．

 女でも男と同じく日本（3．3）が1位を占め，ttt

次いでPortugal（2．4）， Dominica（2．2＞：

Israel（1．3）と相つぎ，他の国は1．0以下を禾1

す．最低はDenmark（0．2）でSweden， U．S．A．

White， Engiand ＆ Wales， Norway， New

Zealand， Northern Irelandなどが0．3以下の

低率を示す．

 日本fr I OOとした奪合の各国の指数はPortuga1

73，Dominica 68， Israe140， Austria 31でrt

他は20台あるいは20台以下である．Denmark，

Sweden， U．S．A． White， England ＆ Wales，

Norway， Northern Irelandはいずれも10以下

である．

 1951～53年の死亡率と比較すると，Israe1で

は男約5倍，女約3倍に増しており，Dominica

で男女ともに2倍以上に，Ceylon， Austria，

Finland， Portugal，Switzerland等でも若干増

加を示している．

 日本では男女ともに約半分に減少しているが，

しかもなお日本のこの年次の麻疹死亡率は，男女

ともに1位を占める事が特に注目される．

 （9）悪性新生物（リンパ組織および造血組織の

新生物を含む）

 訂正死亡率による悪性新生物の国別比較につい

ては東北大公衆衛生学教室より発表された各種の

報告4）～8）があるが，この年次をまとめたものはな

い．

 悪性新生物（全部位）の訂正死亡率は図1に示

す如く男ではFinland（184．6）が11位で，以下

Austria （ 182． s）， Scotland （ lsl．8）， England

＆ Wales （ 169．2）， Switzerland （ 166．1），

South Africa （ 160． o）， Germany （ l s3．0），，

Denmark（150．5）などが150以上の率を示す．

日本（123．7）は高率順位で20位を占めている．

最低率はCeylon（26．1），ついでDominica
（30．1），pqrtuga1（88．8）である．訂正死亡率．

100以下の国はこれら3国のみである．

 日本を100とする場合の指数は，Finland，

AustriaおよびScotlandが140台， England
＆一WalesおよびSwitzerland 130台， South．

Africa， Germany， Denmark 120台である．最：．

低率のCeylonは21であり， Dominica 24，
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t図1 悪性新生物（リソバおよび造ti且器系を含む）

  の訂正死亡率（入口10万対）

JPortugal 72で， Israe1およびSwedenが90台

を示す．

 女の訂正死亡率では，Demnark（141．4）が

最高で，Austria（134．1）， Scotland（129．1），

Germany（127．工）， U．S．A． Non－white（！24．5），

／Netherlands （ 124．2）， Switzerland （ 120．0）

となり，以上の国が訂正死亡率120以上を示す．

．最低率はCeylon（292）にして， Domlnlca
（46．6），Portugal（74，5），ついで日本（93．4）

．が来る．

 日本をユ00とする揚合の指数は，Denmark
151， Austria 144， Scotland， Germany， U．S．

一A．Non・white， Netheriandsが130台，他の日

．本より高率の国は120～100台の閥に在る．最低

率のCeylonは31にすぎず，日本の3分の1以
．下であり，Dominica 50， Portuga180を示す．

1951～53年の死亡率を10Gとして1954～56年の死

．亡率の指数をみると，日本は男109，女102とな

る．CeylonおよびDominicaの女はおのおの

73，83と減じ，Portuga1は男116で最も増加し

ている．

 月本においては悪性新生物による死亡の増加が

問題にされているが，諸国と此べてみる時には男

20位，女22位であり，共になお低率国群に属して

いるが，しかし全部位の癌の死亡率そのものは，

男女とも最高率の国と大差はない．

 （10）良性および性質不詳の新生物

 「良性および性質不詳の新生物」の訂正死亡率

は，男ではIsrae1（8．1）が最高で，ついで

Germany （7．3）， France （7．1）， Austria

（7．1）が2，3，4位，日本（7．0）は5位にある．

ついでDenmark：（6．3）， Sweden（5．9）と相

次ぐ．以上が訂正死亡率5．0以上の国である．最

低はCeylon（0．6）で， 1位のIsrae1の約13

分の1にすぎない．

 日本を100とした場合の指数は，Israelが117，

他の日本より高率の国はすべて100台，Denmark

が90，Sweden 85， Dominicaおよびltaly 70，

Netherlands， Irelandが50台で，これら以外の国

は日本の半分以下である．Ceylon 9， Northem

Ireland， New Zealand， ScotlandおよびCanada

は20台を示す．

 女の訂正死亡率はIsrael（7．6）が最高で，

Germany （ 7．3）， Denmark （ 6．7）， Austria

（6．6），France（6．3）に次いで，日本（6．3）

は6位にある．最低はCeylon（1．0）で，次い

でNew Zealand（1．8）， Portugal（2．0）と

っつく．

 日本を100とする閉合の指数は，Israe1が
121， Germany 117， Denmark， Austria， France

が1GO台を示す．低率の国としては， Ceylon 16，

New Zealand 29， Portugal 31， Scotland 37等

があげられる．

 1951～53年の死亡率を100としての1954～56年

の指数は，日本は男！05でや》増加を示すが，女

は95で減少している．男女ともに増加しているの

はDominicaおよびCeylonである．最も著明

な減少を示すのはPortuga1で男女ともに半分以

下になっている．

 「良性および性質不詳の新生物」による死亡で

は，男女ともにIsraelが最高，次いでGermany

が高率であることが特に注目され，Ceylonが最

低であり，日本は男5位，女6位である．
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 （11）糖尿病

 糖尿病の国別観察についての報告9）～ユ2）はある

が，この年次をまとめたものはない．

 図llに示すごとく男の糖尿病訂正死亡率をみる

と，最も高いのはCeylon（14，2）で，．次いで

U．S．A． White（12． ／）， U．S．A． Non－white（11． s）

が特に高率で他の国は10以下である．最も低いの

はDominica（2．9）で次いで日本（3． 1）であ

る．
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図ll 糖尿病の訂正死亡率（人口10万対）

 日本を100とする場合の指数は，Ceylonが457，

U．S．A．White 389， U．S。A． Non－white 370が3UO

以上，Canada， Australia， Italy， Switzerland

が250以上，South Africa， Netherlands， New

Zealand， France， Portugalが200以上であり，

他の国はDominica 94を除いて，100台を示す．

 女の訂正死亡率をみると，U．S．A． Non－white

（21・8）が特に高率で，U．S．A． White（14．3），

Netherlands （13． 4）， Australia （12． 7）， Canada

（12．ユ）とつづいている．男においてユ位のCey－

10nは，女では11位であることが注目される。最

も低いのは男と同様Dorninica（2．9），ついで日

本（3．1）である．

 日本を100とする揚合の指数はU．S．A． Non一

white 712， U．S．A． White 46s， Netherlands

438，Australia 414が400以上を示し， Canada．

Switzerland， South Africa， Italyが300台，

Germany， New Zea／／・and， Ceylon， France．

Scotland， Sweden， Finland， Austriaが200台，、

他の大部分の国は100台である．日本より低率の．

Domlnlcaは95を示す．

 1951～53年の死亡率を100とすると，ユ954～5δ

年の死亡率は，日本では男100，女107となる．増1

減の程度は此較的少なく，指数74～125の間にす

べての国が存在する．

 上述の如く，糖尿病死亡率は，男においてば

Ceylonが最高の率を示すこと，ならびに米国にお

いては白人有色人ともに高率であるが，特に有色，

人の女が薯しく高率であることが目立っている．

この米国と対照的に英国の本症死亡率が，男におr

いてはDomm！ca，日本についで低率順位3位に

あることが極めて注目される．なお少なくとも男

において本症死亡率が特に高率又は低率を示す．地．

域は欧州大陸外にあることも注目される．

 （12）貧血

 貧血の訂正死亡率は，男ではCeylon（36．6）

が他を圧して高く，ついでDominica（14．4）が

来り，この2国の高率は異例である．Ireland．
（ 5．o）， Portugal （ 3．8） U．S．A． Non－white一

（2．9）がおのおの3，4，5，位を占める．最：低は二

Israel（0．6）で次いでFrance（1．1）， Nether一・

Iands （ 1． 2）， Austria （ 1． 4）， Denmark（ 1．s）・

が来る．日本（1。8）は高率順位14位であり，大．

体中位である．

 口本の死亡率を100とした場合の指数をみる

と，Ceylonは約2000， Domin｛ca約800，Ire！a磁

およびPortugalは20Q台，この他の日本より高、

率の国はすべて100台であり，最低のIsrael 35，，

France sg， Netherlands， 6s， Austria 81， Den一一

mark 80となっている■t

 女の貧血1訂正死亡率1位は男と同様Cey1臓
（42．1），次いでDomユnlca一（14． 6）瓜特に高率

で，Ireland（6．4）， Northern heland（4．3），

Scotland（3．6）とっつく．．低率1位はFrancel

（1．0），次いでNet’herlallds（！．2）， Israe］一
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（1．3），U．S．A． White（1．5）， Norway（L8）， Ef本

（1．8）である．日本は高率順位第20位である．

 日本を100とする場合の指数は，Ceyion約

2300，Dominica約809で男とほぼ似ており，
Ireland3s2， Northern lre：，and236， Scotland 2，0C，

他の日本より高率の国はすべて100台であり，日

本より低率の国ではFrance 55， Netherlands

6g， lsrael 71， U．S．一A． White 82， NorwaL，r 98

である．

 1951～53年の死亡率を100として，1954～56年

の割含は，AustraliaおよびNew Zea！andの

男，Austriaの女において，わずかに増加して

いるのを除き，他の国では減少を示している．日

本では男100，女95で減少している．

 日本の貧血による死亡率は，男14位，女20位で

あるが，加藤の1951～53年の計算によれば，男は

20位を示し，訂正死亡率の数値の変化は少ないに

もかかわらず，順位が1954～56年では14位に上っ

たことが注目される．

 ここに示す“貧．血”の内容は，一一応疾病の国際

分類表に示されているが，その内容配分は国によ

って異るであろう．ともあれ，Ceylon，1）omin呈ca

において「貧．血」に分類される死亡届出が圧倥的

に多いことはいかなる理由によるものであろう

か．マラリアによる貧血が単に貧血として届出ら

れここに分類されるものであろうか．なお悪性貧

血が少ないと信じられている日本において，貧血

死亡順位が男女とも中位にあり，U．S・A． Whlte，

Germany等よりも高い死亡率を示すことは，彼

我の「貧血」の内容に差があるためであろう．

 （13）中枢神経系の血管損傷

 中枢神経系の．血管損傷による死亡率の国際比較

については一色13）の発表がある．

 図葉に示す如く中枢神経系の血管損傷の訂正死

亡率をみると男では，日本（207．2）が特に高く，

1位であり，U。S．A。 Non－white（135．3）， Scot一

’and （ 12g． o）， Finiand （ 123．3）， Gerrnany

（120．8），Italy（120．5）など120以上の訂正

死亡率で相次ぐ．低率国ではDominica（16．0）

および侮716n（19． 4）が薯しく低率であり，

New ZeL’a’and （77．2）， Netherlands （78．4），

Ire’and（79．1）とこれに次ぐ．

 日本を100とする場合の指数は2位のU・S・A．

Non－whitoが65， Scotland 62， Finland 60であ

り，rom三nicaは8， Ceylon 9， New Zea玉and

37，NetherlandsおよびIreland 38， Canada

39で他の国は40～60の間を示す．

 女の死亡率は日本（154．5）が男と同様1位で
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図皿 中枢神経系の血管損傷の訂正死亡率（入口10万対）
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あり，次いでU．S．A． Non－white（144．7）は日

本よりやや低く，以下Finland（129．9）， Scot－

land（127．0）， Germany（115，6）と低率にな

る．最低はCey1on（13．8），次いでDominica

（18．1）であり， この2国は特に低い．France

（7s．2）， U．S．A． White （76．8）， Canada （83．5）

がっついている．

 日本を100とする指数はU．S．A． Non－white

が93，Fin“and 84， Scotland 82， Northern

Ireland 71であり， Ceylon g， Dominica 12の他

は40～70の間を示す．

 中枢神経系の血管損傷による死亡は，日本の死

因順位では1951年以来1位を占めている．1951－

53年に了して1954－56年の日本の死亡率は前者

を100とした場合男109，女102とわずかに増加

しており，減率の傾向を示していない．諸国と比

してみると，男女ともに日本が特に高率で1位を

占めることと，Ceylon， Dominicaの2国が著し

く低率であることが印象的である．

 （14）全心臓疾患

 全心臓疾患の訂正死亡率による国別比較につい

ては瀬木・藤咲14）15）の：文献がある．

 第6回改正国際死因統計の「50項目死因簡単分

類表」による「慢性リュウマチ性心丁半息」，「動脈

硬化性および変性性心臓疾患」，「他の心臓疾患」，

および「心臓疾患を伴う高血圧症」を合計して全

心臓疾患とした．

 全心臓疾患の訂正死亡率をみると，男では最高

はU．S．A． Non－white（375．9）でU。S．A． White

（369．3）， Finlland （343．6）， Scotl・and （34．3．5），

Australia （342．8）， Northern－lreland （318．8），

Canada （31t5．3）， South Africa （ 304．s）， Nev

Zea！and（303．2）， Ire’and （300，8） とつづ

き，以上が訂正死亡率300以上の国である．日本

（91．4）は高率順位24位であり，日本より低率の

国はDominica（74．0）のみである．

 日本を100とした場合の指数をみると，1，2位

を占める U。S．A。 Non－white およびU．S．A．

Whiteはおのおの411，404となり，日本の4倍
以上の死亡率であることを示す，Fin！and， Scot－

iand， Austra’ia， Northern Ire二and， Callada，

South Africa， New Zea’and， lreland， England

＆Wa！esは300台の指数を示す．最低率のDo－

minicaは81でありCeylonは102である．

 女では訂正死亡率は，最：高率は男と同じくU

S．A． Non－white（303．0）で，ついでScotland

（230．4）， Northern lre1and．（221．7）， lreland

（215．8）， U．S．A． White （．212．3） Finland

（206．7）と漸次低率になる．最低率はDominica

（59，9），次いでCeylon（70．2）でこの2国のみ

が山本より低率を示す．日本（71．6）は高率順位

23位である．

 日本を100とした場・含の指数をみると，U．S．A．

Non－whiteは423で4倍以上の死亡率を有する．

Scotland， Northern Ireland， Irelandが300台

の指数を示す．他の日本より高率の国は300－

140の間の指数を示し，日本より低率のDomi－

nica， Ceylonはおのおの82，98である．

 日本の1951－53年の死亡率を100とすると，19

54－56年の死亡率は男101，女95である．

 全心臓疾患による死亡は，口本では近年中枢神

経系の血管損傷，悪性新生物に次いで死因1頂位第

3位をしめ，年々増加の傾向があるといわれてい

るが，国別にみると，なおこの年次では男24位，

女23位であり，Dominica，日本， Ceylonの3国

は欧米諸国に比してかなりの低率を示す一群を形

成している．

 （a）慢性リュウマチ性心臓疾患

 慢性リュウマチ性心臓疾息の男の訂正死亡率を

みると，1位はPortugal（18．5）でItqly（14．8），

Austi”ia （13．4）， lreland （11．4）， Engl’and ＆

1”Jales （11．3）， Scot］and （10．s）， U．S．A． White

（10．3）と漸次低率になり，以上7国が死亡率10

以上を示す．最低率はDominica（0．2），ついで

Germanノ（0，8）， France（1、6），日本（3．5）

となり，日本は低率順位4位である．

 日本の死亡率を100とした丁合の指数は，Por－

tugal 536， lta：，y 42g， Austri，a， lrel／and， Eng一

！and＆Wales， Scotlandが300台， U．S．A。

White， U．S’．L4iL． Non－white， ］NTorthern lreland，

Canada，13rael， New Zealand， Australiaが

200台，他の日本より高率の国は110－199の闇
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／にある．日本より低率国ではDominica 5， Ger－

many24， F「ance45で，日本の半分以下である．

 女の訂正死亡率をみると，Italy（20，1）が最

高でPortugal（18．6）， Israel（16。0），Engiand

＆Wales（15．5）， Scotland（15．5）と低率にな

る．日本（4．9）は19位で，日本より低率の国は

rweden （ 4．7）， Ceylon （ 4．6）， South A．．frica

 （ 4． 3）， France （ 21 2）， Germany （ 1． 2），

：Dominica（0．6）である．

 日本を100とした場合の指数をみると，Italy

－413， Portugai 3s2， lsrael 330， England ＆

Wales及びScotland 319，他の日：本より高率な

函は！20－265の間にある．SwedenおよびCeylon

は90台，South Africa 89， France 46， Germany

：24，Dominica 11である．

 1951－53年の死亡率と1954－56年を比較する

と，CeylonおよびPortugalでは男女ともに2

倍以上，Italyも2倍近くに増加しているのがヨ

立つ．日本では，1951～53年の死亡率を10Qとす

ると，1954－56年では，男76，女79であり，減評

している．

 慢性リュウマチ性心臓疾患による死亡は，男で

’はPortugal，ltaly，女ではこの逆でltaly， Portugal

がそれぞれ1，2位を占め，Dominica， Gern：1anr，

．Franceは男女ともに低率である． 日本は男22

位，女19位である．

  （b）動脈硬化性および変性性心臓疾患

 「動脈硬化性および変性性心臓疾患」の訂正死

亡率は，男では，U・S．A． White（316．1）が最

高率で，次いでScotland（303．6）， Australla

 （ 285．2）， Finland （ 280．3）， South Africa

ぐ278．8）と漸次低率になる．U．S．A。 Non－white

（244．0）は10位である．最低はDominica
 （9．4）で，France（48．2）， Ceylon（50．2）に≧k

’L・・で日本（60．5）は高率順位22位で低率国群に在

tt驕D

 H本を100とした場合の指数はU．S．A． White

522，Scot二and 502で日本の5倍以上を示し，

Australia， Finland， South Africa， Canada，

／Northern lreland， England ＆ Wales， New

：Zealand， U．S．A． Non－whiteが400台を示し，

他の日本より高率の国の大部分は200－300台を

示す・ またDominica、15， France 80， Ceylon

83である．

 女では，・訂正死亡率はScotland（188．4）が

1位で，U．S．A． Non－white（174．2）が2位，

U．S．A． White （ 163．4）， Northern lreland

（161．9），Ireland（161．5）とつづき，以上が訂

正死亡率150以上の国である．最低は男の揚合と

同様，Dominica（5．9），次いでFrance（22．5），

Ce710n（36．7），日本（49．2）で，日本は高率順

位22位である．

 日本を10Qとした場合の指数はScotland 383，

U．S．A． Non－white， U．S．A． White， Northern

Ireland， Irelandが300台で，低率国のDominica

は12，France 46， Ceylon 75を示す．

 1951－53年目，1954－56年の死亡率を比較する

と，Norway， Israe1， France等では増加してお

り，Dominica， Ceylonでは減少を示すが，全体

として男の方に増加が．目立つ．日本では1951－53

年中死亡率を100とすると，1954－56年のそれ

は，男104，女98である．

 本症の死亡率では，男女ともに欧米白人諸国が

高率を示している中で，ひとりFranceのみが著

しく低率であるのが注目される．Dominica， Cey一

！onも著しく低率である．

 （c）その他の心臓疾患

 本症の訂正死亡率をみると，男では，France

（109．6）が特に著しく高率であり，ついでPortu－

ga！（75．4）， Dominica（63．6）となる．次位の

Austria（45．6）は1位のFranceの半分以下の

死亡率である．日本（23．9）は高率順位13位であ

る。South Africa（3．0）， U．S．A． White（12．4），

Canada （12，6）， Scotland （13． o）， England CJ

Wales（14．4）は15以下の死亡率で低率国に属し

ている．

 IEI本を．100とした場合の指数では， Franceが

459，Portugal 316， Dominica 266で20Q以上を

：示し，Austria 191， Finland 155である． South

Africa 13， U．S．A． White s2， Cai；iada 53，

Scotland 55， England＆Wales 60，ユの他

Ital／y， lsrael， Germany， Switzerland， Norway，
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Swedenが100以下である．

 女の訂正死亡率は男の場合と同様，France

（77．7）が特に高く，次いでPortugal（58．0），

Dominica（51．7）， Austria（36．3）カ㍉30以上を示

す．日本（15．0）は18位である．最低はSouth

Africa（1．8）で， U・S・A・Wh｛te（6，8）， Ca－

nada （ g．7）， England ＆ Wal・es （10．2）， Scot－

land（10．5）等が低率である．

 日本を100とした場合の指数では，Franceは

518を示し，Portugal， Dominicaが300台，

Austriaが200台，他の日本より高率の国は100

台である．最低率のSouth Africaは12， U．S。A．

White 46， Canada， England＆Wales 60台，

Scotland， Switzerlandが70台， Germany 96で

ある．

 1951－53年の死亡率と1954－56年を比較すれ

ば，PortugalおよびCeylonでは著しく増加して

いる．日本は1951－53年を10Qとした場合男92，

女85である．

 「その他の心臓疾患」による死亡率は，男女と

もにFrance， Portugal， Dominicaが1，2，3位

を占め，South Africa， U．S．A． White， Canada

が低率である．米国については，有色人が高率で

あるのに比して肉入が著しく低率を示す．

 （d）心臓疾患を伴う高一血圧症

 「心臓疾患を伴う高血圧症」の訂正死亡率をみ

ると，男ではU．S．A． Non－white（94．6）は，日

本の約27倍もあり，2位のU．S．A．Whiteの3倍

以上である．次いでNew Zealand， Australia，

Northern Ireland， Canadaの順に高率にして，

いずれも20以下の死亡率を示す．日本（3．5）は

24位で，Dominica（0．9）のみが日’本より低率

である，

 日本を100とした丁合の指数をみると，1位の

U．S．A． Non－whiteは約2700となり，ずばぬけて

高く，US．A． Whiteが868， New Zealand，

Australia， Northern－lreland， Canadaが600

台，Finland， England＆Wales， Portugal，

South Africaが500台， Italy， Scotland， Ireland

が400台で，日本より低率のDominica 25を除

けば，他の国は日本よりはるかに高率であること

を示している．

 女の訂正死亡率においても，ひとりU．S．A．．

Non－white（100．3）が男と同じく特別に高く，

日本の約40倍，2位のFinland（36．0）の3倍近：

くに達している．次いでU．S．A． White（32．2），

Canada（26． 1）， New Zealand （24． 3）， Northerrr

Ireland（22．7）， South Africa（22．4）で，以上

の国はいずれも20以上の死亡率を示す．日本（2．5）．

は23位で， 次いでCeylon（2．4）， Dominica．

（0．7）が低率である．

 日本を100とした場合の指数をみると．U．S．A．，

Non－whiteは約4000， Finlandは約1400， U．S．A．

Whi．te約1300， Canada約1000，日本より高率

を示す国ではFranceが100台であるのを除き多一

くの国は500以上である．Ceylonは95， Domi一・

nicaは28である．

 高血1圧性心臓疾患の訂正死亡率では，男女とも

にU．S．A． Non－whiteが異常に高率を示すこと．

が，極めて特徴的である．

 （15）高血圧症

 第6回改正国際死因統計の「50項目死因簡単分

類表」による「心臓疾患を伴う高血圧症」および

「心臓疾患の記載のない高血圧症」の両者を合計

したものを高血圧症としてここに訂正死亡率を計』

算した．

 高血圧症の死亡率をみると，男では1位のU．

S．A． Non－white（1工0．2）カミずばぬけて高く，2．

位のU．S．A。 White（35．7）の3倍近くを示し，

日本の約7倍に当る．Australia（33．3）， Portugal．

（33．o）， Engl・and ＆ Wales （32．4）， Northern

Ireland（31．4）と漸次低率になって来，以上恭

30以上の死亡率の国である．日本（15．7）は16位．

を占める．France（6．7）が最低率で， Ceylon・

（9．o）， Austria （9．6）， Germany （10． o），

Netherlands（10． 3）， Dominica（10．8）の順で．

高率になってくる．

 日本の死亡率を100とした場合の指数をみる

と，U．S．A． Non－whiteは701でずばぬけて高

く，つつくU．S．A． Whiteは227， Australia，

portugal， England＆． Walesが200台，他の

日本より高率な国は100台である．France 43，
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Ceylon 57で，他の日本より低率な国は60～100

の間である．

 女では，訂正死亡率は男の場合と同じく，U・S．

A．Non－white（114．1）が著しく高率で，2位

のFinland（38．1）の約3倍になる．次いでU．

．q，．A． White （36．s）， Canada （32．1）， Northern

Ireland （31． o）， South Africa （30． 7）， Austral，ia．

（30．0）である．日本（12．6）は21位である．低

率国はCeylon（5．0）， France（5．1）， Dominica

（7．5），Austria（11． 9）等である．

 日本をIQOとした場合の指数をみると，U．S．A．

Non－whiteが902， Finland 301，他は100～

200台を示す．低率国ではCeylon 39， France

41，Dominica 59， Austria 94を示す．

 1951～53年の死亡率と，1954－56年の死亡率を

比較すると，Portuga1， Ceylon， France等で増

加を示している．E［本では1951－53年を100とし

た場合1954－56年は男96，女93となる．

 高血圧症の死亡率では，男女ともに，U．S．A．

Non－whiteが異常高率を示して最高位を占める

こと，および白入の国としてFranceの低率が注

目をひく．

 （a）心臓疾患を伴う高血圧症

 本症につい℃は（14）全心臓疾患中の（d）と

して既述した。

 （b）心臓の記載のない高血圧症

 「心臓の記載のない高．血圧症」の訂正死亡率

は，男では，U。S．A・Non－white（15．7）が最高

率で，次いでPortugal（14．0）， Ire！and（13．6），

England＆Wales（13．1）となり，5位を日本

（12．2）がしめる．：最低はFinland（1．7），次い

でSweden（2．O）， Germany（2．2）， France

（2．4），Denmark（214）と高率になる．

 日本の訂正死亡率を100とする指数は，U．S．A。

Non－white 128， Portugal 115， lreland 1’11，

Engiand＆Wales 108となり，以上の国は日本
より大きく，Scotland 96， Australia 95で， Israe1，

Northern Ireland， Dominicaが80台で他の15

国は14～63の間に在る．女では，訂正死亡率は男

の場合と同様，U．S．A， Non－white（13．8）最も

高く，Ireland（12．5）， Portugal（10．8）， Aust一

「alia（10’6）に次いで日本（10・1）が5位をし

める．最も低率な国はSweden（2．0）であり，

Finland （2．1）， France （2．3）， Germany’

（2．4），Ceylon（2：5）とつづき，以上が3轟

以下の国である．

 日本を100とした場合の指数をみると，U・S・A．、

Non－whiteが137， Ireland 123， Portugal 107，

Australia 104で日本より高く， England＆

Wales， Scotland 90台， Israe1， South Africa．

Northern Irelandが80台，他の国は20～67日間1

に在る．

 195ユ～53年の死亡率と1954－56年の死亡率を比

較すると，Ceylon， Portuga1， England＆Wales，，

Switzerland， Italyでは増加を示しているが，

他の国では減．少している．1951－53年の死亡率を・

100とした場合，1954～56年のH本は男85，女83

である．

 （16）肺炎（新生児肺炎を除く）

 「肺炎（新生児肺炎を除く）」の訂正死亡率は，・t

男では，Portugal（92．3）が1位で， Cey二〇簸：．

（70．g）， South Africa （60．／）， ltaly （s6．6），

U．S．A． Non－white（52．7）で，次の6位を日本：

（46。0）が占め，日本は高率四一に属している。

最低はDenmark（／7、4），次いでNetherlands・

（19．L？）， Switzerl，and （21．2）， New Zealandi．

（23．2），US，A・White（23．5）と高率になる．

 日本を100とした場合の指数ではPortugal1

201で，H本の2倍以上， Ceylon 154， South．

Africa 131， ltaly 123， U．S．A． Non－white 115；

で日本より大きく，Austria， Finlandは90台，

France， England ＆ Wales， Northern lreland，．

Germanyが80台，他の13ヵ国は38～79の間にあ
る．

 女の訂正死亡率をみると，Ceylon（75．6）が

最：高で，Portuga1（69．8）， Italy（47．9）， South

Africa（42． 3）i Finland（38．9），次いで6位を降

：本（36．7）が斜める．最低率はDenmark（15．6），

U．S．A． White （15．9）， Netherlands （16．0），．

Switzerland（16．7）， New Zealand（17． 9）と

っつく．

 日本を100とした場合め指数ではCeylon 206，．
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’Pottugal 190， ltaly 131， South Africa 11s，

IFinland 106となり，U．S．A． Non－whiteカミIQOで

’日本とほぼ等しく，Austria，Northern Ireland，

JNorway， Germanyが80台を示し，他は42～78

の間に在る．

 1951～53年の死亡率と比較すると，ほとんど大

部分の国で減少しており，男女ともに増加を示す

．のは，New Zealand， Sweden， Portugal， Austria

・の4国のみである．1951～53年の死亡率を100と

すると，1954～56年は日本では男79，女78である．

 肺炎の死亡率はPortugal， Ceylon， South

．Africa， Italyが高率で，日本も男女ともに6位で

高率国営に属している．Denmark， Netherlands，

lSwitzerland， New Zealand， US．A． White等

一が低率国に属している．

 （17）気管支炎

 気管支炎の死亡率を国別にみると，男ではEng－
11

and＆Wales（65．6）が著しく高率で，Scotland

 （44．3）， Northern lreland （3s．1）， Portugal

 （33．9），Ireland（30．3）となり，以上が30を越

．える国である．日本（16．2）は9、位にあるが，1

位の英国の4分の1以下である．U・S・A・White

が最：低率を示し，U．S．A． Non－white（2．4），

’Norway （2．9）， Sweden （3．0）， Finland （3．2・）

France（4．0）等ぶ低率国群に属する．

 日本の訂正死亡率を1QOとした揚合の指数をみ

ると，日本より高率を示す国のうち，英国は404，

一／Scotland 273， Northern lreiand 23s， Portuga1

209，であり，最低率のU・S・A・Whiteは13，

』U．S．A． Non－white 15， NorwayおよびSweden

ユ8，Finland 20であり，これらが日本の5分の1

．以下の死亡率を示す国である．

 女では，訂正死亡率1位はEngland＆Wales

 （21．7），次いでDominica（20．5）， Portuga1

 （18．g）； Northern lreland （17．7）， lreland

 （16．7），Scotland（15．9），ltaly（15．8）となり，

．日本（11．3）は9位を占める．最低はU・S・A．

．White（1．1），次いでFinland（1．6）， US・A．

．Non－white（1．6）， France（1．7）となり以■ヒ

ttが2．0以下の国である．

 日本を100とした場合の指数をみると，England

＆Walesが192で，この他150を越える国は，

Dominica， Portugal， Northern Irelandであ

る．U．S．A． Whiteは10， Finland， U．S．A． Non－

white， France， Canadaが10台である．

 1951－53年の死亡率と比較すると，男女ともに

増加を示すのは，Denmark， Portugal， New

Zealandである．訂正死亡率1位を占めている

England＆Walesでは．1951～53年の死亡率を

100とした揚合1954～56年は男91，女75である．

日本は男59，女55で，最も減少の著明な国である．

 気管支炎の死亡率，殊に男において，England

＆Wales， Scotland， Northern Ireland等が特

に高度に高率であるが，一方U．S．A． White，

Non－whiteともに英国とは対照的に低率である

ことが注目され，この英米2国の極端なる相違の

本質の究明が要望される．

 （18）「胃および十二指腸潰瘍」

 「胃および十二指腸濱瘍」の訂正死亡率による

国別比較については瀬木ら16）～19）の報告がある．

 本症の死亡率を国別に比較すると，男では日本

（28．8）が著しく高率で1位を占め，2位のPor－

tugalをはるかにひきはなしている． Scotland

（15，6），England＆Wales（13．7）がこれに次

ぎ，Ire1and， New Zealand， Australia，Northern

Irelandが10以上の死亡率を示す． Domlnlca

（1．7）が最低で，Ceylon， France， Norway

およびIsraelが5．0以下の低率国である．日本

を100とした場合の指数は2位のPortugal 66，

Scotland 54で，最低のDominicaは6， Ceylon

10，France 14で，他の国は17～47の問に在る．

大多数の国は20および30台を示す．

 女の訂正死亡率では，男と同様日本（10．2）沸

1位でずばぬけて高く，2位のPortugalの2倍

を越える．次いでScotland（4．1）， Eng二and＆

Wales（3．7）となり， Ceyion（3．6）は男では

24位を占めて低率であるが，女では5位である．

最低率はFrance（0．7）で， Domlnlcaがこれ

に次ぐ．日本を100とした場合の指数では2位の

Portugalが42であり， 上本の半以下， 3位の

Scotlan・dは40，つつくEngland＆Wales，
Ceylon， Sweden， Switzerlandが30台，他は30
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以下である．France， Dominicaは7を示す．

 1951－53年の死亡率と比較すると1954－56年に

おいて著明な増加を示しているのはIsraelの女

で約1．5倍になっている．日本では！951－53年を

100とした場合，1954～56年は男75，女74に減少

している．

 胃および十二指腸潰瘍の死亡率では男女ともに

日本が著明に高く1位であることが特に注目され
る．

 （19）虫垂炎

 虫垂炎の訂正死亡率を国別にみると男では

Austria（4．7）が最：も高く，次いでGermany

（4．3），Switzerland（4．2）が2，3位を占め，

この3国が最高率群をなし，他の国は全て4．0以

下である．日本（1．9）は14位にある．最低率は

Ceylon（0．8）で， Israel， Dominicaほぼ同率で

これに次ぐ． 日本を100とした扇合の指数では

Austriaが246， Germany， Switzer｝andが200

台，Ceylonは40である．

 女の訂正死亡率では，男と同様Austria（3．1）

が1位を占め，次いでGermany（2．7）， Switzer－

land（2．5）が2，3位をしめる．日本（1．6）は

6位である．最低はCeylon（0．4）でNorthern
Ireland （O．6）， New Zealand （ O． 6）， Dominica

も低率である．日本を100とした場合の指数で

は，Austria！91， Ger皿any 167， Switzerland

155，ItaiyおよびU．S．A． Non－white 103であ

る．Ceyionは27， Northern Ireland 36である．

 1951～53年の死亡率と比較すると，Israelの

女のみ増加を示すが，他の国では男女ともに虫垂

：炎による死亡は減少している．日本では1951～53

年を！00とした揚合，』1954～56年の死亡率は男70，

女25で女の減少が著明である．

 虫垂炎の死亡率は男女ともにAustria， Ger－

many， Switzerlandの3国が特に高率であるこ

とが特記される．

 （20）膓閉塞およびヘルニア

 「腸閉塞およびヘルニア」の死亡率をみると，

男ではAustria（11．0）が最高で， Italy（8．8），

Germany（8。7）， Portugal（8．2）となり，以

上が8．0以上の死亡率を示す．日本（7。4）は6

位を占める．最：低はDominica（3．3），次いで』

Ireiand， U．S．A． White， Norway等が低率であ・

る．日本を100とする揚合の指数では，Austria、

148，Italy 118，最低のDominicaは44である．

 女では訂正死亡率はAustria（7．7）が最高

で，Germany（6．8）， Italy（6．0）とつづく，

日本（5．0）は9位をしめる。最低はDominica，・

次いでCeylon， Netherlands等が低率である．

日本を100とすると，1位のAustriaは153，2

位のGermanyは136となり，低率のDomin二ca－

31，Ceylon 41であり，他は66以上である．

 1951～53年の死亡率と比較すると，男では‘

Austria，Sweden，女ではFinland， New Zealand

で増加を示す他は，全体として減少している．特．

にCeylonでは男女ともに3分の1以下に減少
しており，日本は男女とも約／5％の減少である．

 腸閉塞およびヘルニアの死亡率では，各国間に

おける差が比較的少ないが，Austr二a， Germany，．

Italyなど虫垂炎死亡率の高い国は，本症死亡率一

もまた高いかの如く思われる．

 （21）胃炎，十二指腸炎，腸炎および大腸炎

    （新生児下痢を除く）

 「胃炎・十二指腸：炎：・腸炎および大腸炎」の訂

正死亡率をみると，男ではPortugal（113．4）が

最：高で，Dominica（69．2）， Ceylon（54・6）これ

に次ぎ，日本（38．8）が4位を占め，以上4国が

他に罪して著明に高率であるのが印象的であるt

この他の国の訂正死亡率は22以下である．最：も低

いのはFrance（2．2）であり， Netherlands

（2．3），Sweden（2．6）等が低率である．日本

の死亡率を109とする場合の指数は，Portuga1

292，Dominica 178， Ceylon 141で日本より大き

く，ltalyは57で日本に次ぎ，他の多くの国は10～

3Qの間にある． France， Netherlands， Sweden，

Norway， New Zealand， Germanyは10以下で

ある．

 女では，訂正死亡率は男の場合と同様Portugal

（ 102．4）， Dominica （60．7）， Ceylon （s7．4）

に次いで日本（39．3）が4位である．二の5国が

他に比して高率であるのが目立つ．他の国は訂正

死亡率21以下である．最も低率を示す国は，男と
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伺様France （L6）であり，． Netherlands，

Sweden， Germanyがっつく．日本を100とした

1；場合の指数ではPortuga1260， Dominica 154，

Ceylon 146であり，他の国は45以下で， France，

’Netherlands， Swedeni Germany， Denmark，

『U．S．A． White一， Norwayは10以下である．

 1951～53年の死亡率と此較すると，Ceylonお

．よびAustriaでわずかに増加を示す以外は，減

一少している．日本では1951～53年を100とした場

・合1954～56年は男66，女65である．

 本症による死亡率はPortugal， Dominica，

Ceylon，日本等において特に高く，西欧諸国にお・

”V・ては低率である．

  （22）肝硬変

 肝硬変の訂正死亡率に．よる地理的比較について

は，黒川・海藤20），重松・松下21）22）瀬木・栗原23）24）

の発表がある．肝硬変の訂正死亡率を国別にみる

．と，図Nの如く，男ではPOrtugal（34．5）およ

びFrance（30．9）が著明に高率であり，6位の日

1本の2倍以上である．Italy（18．8）， Switzerland

（17．7），Austrla（17．0）に次いで日本（14．1）

が来る．最低率はIreland（2．0）でEngland

・＆Wales， Northern Ireland， Norway等が3。0

以下の低率である．日本を100とした場合の指数

をみると，Portugal 244， France 219， Italy

ユ33，Switzerland 126， Austria 121であり，．

Germany 95， U．S．A． White 88，低率のIreland

15，England＆Wales， Northern Ireland 10台

である．

 女では男とともにPortuga1（ユ5．6）および

France（15．1）が著明に高く，次いで日本（8。0）が

3位であることが特記される．最低はIreland

（1．4）で，England＆Wales， Northern Ireland

等これに次いで低率である、日本を100とした揚

蓋の指数をみると，1位のPortugal 195， France

189となり，Italy， U・S・A・Non－whiteが80台，

U．S．A． White， Germanyが70台を示す．最低

のIrelandは！7， England＆Wales 19である．

 1951～53年の死亡率と比べてみると，男女とも

に減少を示す国は，South Africa， Israe1の2

国のみであり，他の国においては，わずかながら

増加している．日本では1951～53年を100とすれ

ば，1954～56年は男118，女．114となっている．

 肝硬変症の死亡率はPortugal， Franceの2国

が特に高率であり，英国，Irelandの低いことが

特に注目される．日本は男6位，女3位の高率国

である．

 （23）腎炎およびネフローゼ

 「腎炎およびネフローゼ」の男の訂正死亡率

は，日本（27．6）が最高率を示し，2位のPortugaI

（27．2）および3位のU．S．A． Non－white（26．0）

もほぼ同水準で続いている．他の国は17以下であ
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図N 肝硬変訂正死亡率（人口10万対）
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・る．最低はDenmark（5．エ）で， New Zealand

 （7．5），Austria（7．8）， Norway（8．4）等が

低率国に属する．日本の訂正死亡率を100とする

．と，Portuga198， U．S．A． Non－white 94， South

．Africa 61で， Ireland， AustraliaおよびCahada

．50台，他の大部分の国は30台を示す，最低率の

Denmarkは19である．

 女では，訂正死亡率は日本（25．0）が1位であ

1り，U・S・A・Non－white（22．8）， Portugal（20．6）

が2，3位を占め，他の国に比して高率を示す．

最低はDenmark（4，6）で．Dominica（4．9），

New Zealand（5．9）， Norway．（5．9）等が低

率である．日本を100とした岡岬の指数をみる

．と，2位のUS．A． Non－whiteは91， Portuga1

82，つつくCeylon， South Africa， Canadaが

．50台で，他の国のほとんどが20－40台を示す．

Denmarkは18， Dominica 20となる．

 1951～53年の死亡率と此較すると，Sweden，

Ilsrael， Portugalの女で，わずかに増加を示す

．以外はすべて減少を示す．日本では1951～53年を

IOOとすると，1954～56年は男83，女78である．

 （24）精神病の記載のない老衰，ならびに診断

名不適当および不明の原因

 「精神病の記載のない老衰，ならびに診断名不

適当および不明の原因（以下老衰等と略）」の訂正

死亡率をみると，男ではCeylon（317．1）が最

高を示し，Dominica（295．7）がわずかの差でつ

．ついている。Portugal（205．6）， France（147．8）

．につづいて日本（131．0）’が5位を占める，最低

はNew Zealand（5．6）でU。S．A． White（9．6），

Denmark （ g．7）， England， ＆ Wales （！0．g），

℃anada（ユ1．2）， Switzerland （12．1）等が低率

である．日本を100とした場合の指数をみると

tCeylon 242， Dominica 226， Portugal 157，

France 113， Ire1and 59，他は50以下である110

以下を示す国はNew Zealand（4）が最低で；

U．S．A． White， Denmark， England ＆ Wales，

Canada， Switzerland， Australia等である．

 女の訂正死亡率をみると，Ceylon（403．5）が

最高で，Dominica（280．3）， Portugal（185．1）

に次いで日本（114・3）が4位である．最低率を示

すのはU．S，A． White（5。3）で， New Zealand

（5．3），Denmark（8．5）， Canada（9．8）等

は訂正死亡率10以下の国である．日本を100とし

た場合の指数をみると，Ceylon 353， Dominica

245，Portugal 162で日本より大きく，5位の

Franceは95を示す．つつくIreland， Germany

は50台，他の多くの国は10～47の間に在る．10以

下を示す国はU．S．A・White（5）を最低にして，

New Zealand， Denmark， Canada， Australia，

England＆Walesである．

 1951～53年の死亡率と比較すると，South

．AfricaおよびDominicaでわずかながら増加を

示し，他の国では減少を示す．日本においては，

1951～53年の死亡率を100とする場合，1954－56

年は男91，女86である．

 「老衰等」による死亡率の高低は，それぞれの

国での医学および文化水準を示す一つの指標とも

、なるべきものであろうが，男女ともにCeylon，

Dominica， Portugalで高率で，日本も男5位，

女4位で高率国軍に属している．

 （25）不慮の事故

 「50項目死因簡単分類表」による 「自動車事

故」および「その他め不慮の事故」の両者を合計

したものを不慮の事．故として，訂正死亡率を算出

した．

 不慮の事故の訂正死亡率をみると，男では，

U．S・A． Non－white（105．7）が1位で， Austria

（84．8）， Canada （80．7）， Australia （78．5），

Germanyと相次ぐ．日本（61．3）は／2位である．

最：低はDominica（2！．4）で， Ir♀land （39． 5），

Northern lrel’and （3g．s）， England ＆ Wales

（40．7）とこれに次いで低い．日本を100とした

理合の指数をみると，U．S．A． Non－white 172，

Austria， Canada 130台， Australia， Germany，

Switzerland， U．S，A． White， France， Finland

が120台，Portuga！， Norway， Israel， Scotland，

Italyが90台を示し，最低率のDominicaは35
である，

 女の訂正死亡率1位はU．S．A． Non－white

（40．6），ついでlsrae1（30．7）， Canada（29．9），

U．S．A． White（2s． s）， England ＆ Wales（2s． 8），
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が来る．日本（20．○）は19位を占めている．最低

率はDominica（7．5），次いでItaly（14．8），

Ireland （16．3）， Sweden （17．8）， Northern

Ireland（18．1）である． 日本を10Gとする場合

の指数をみると，U．S．A． Non－white は203，

Israel ls3， Canada， U．S．A． White， England

＆Wales， Austriaが140台，他の日本より高率

の国は100～135の間にあり，低率のDomin二ca

は37，つつくItaly 74， Ireland， Swedenが80台

となる．

 ユ95玉～53年の死亡率を100として1954～56年の

指数を求めると，大多数の国は80～110の間を示

す．日本は男84，女77と減少している．

 不慮の事故による訂正死亡率では，男女を通じ

てU．S．A． Non－whiteが1位を占める事が注目

され，日本は男11位，女18位である．

 （a）自動車事故

 「自動車事故」のみの訂正死亡率を国別にみる

と，男では，U．S．A． Non－white（43．1）が最高

で，Australia（37。4）， Germany（37．0）， U・S・A．

White （3s．s）， South Africa （30，g）， Canada

（30．4）となり，以上が訂正死亡率30以上を示し

ている．日本（11．6）は高率順位21位に在る．最

低はCeylon（4．8），次いでDominica（7．1），

Israel（8．2）， Norway（11．0）が低率を示す．

日本を100とした場合の指数をみると，1位の
U．S．A． Non－whiteは374， Australia， Germany，

U．S．A． Whiteも36σ台を示し， South Africa，

Canada， Switzerland， France， ltaly， New

Zealandが200台，他のH本より高率の国は

130～195の問を示し，Ceylonは42， Dominica

は61となる．

 女の訂正死亡率は男と同様U．S．A・Non－wh三te

（12．1）が最高で，U．S．A． White（1LO）， Cana－

da （10．4）， Australia （ g．s）， South Africa

（8．1），Germany（7．9）と漸次低率になる．

日本（3．2）は20位である．最低はDomlnlca
（0。9）で，次いでCeylon（1．8）， Israel（2．5）

Portugal（2．7）， Ireland （2。8） が日本よりも

低率である．日本を100とした場合の指数をみる

と，U．S．A．Non－white が「377となり， US．A．

White， Canadaが3QO台， Australia， South

Africa， Germany， Switzerlandが200台を示

し，低率のDominicaは28， Ceylonは55とな
る．

 1951～53年の死亡率を100として，1954～56年

の指数を出すと，日本は男53，女41で約半分に減、

少している．U．S．A． WhiteおよびNon－white，

Dominica， Israelでやや減少を示すが，西欧諸

国においてはやや増加を示し，Austriaでは約2、

倍になっている．

 自動車事故の死亡率は男女ともにU．S．A． Non－

whiteが1位を占め，男ではAustralia， Ger

mahyがこれに次ぐことが注目され， Ceylonお

よびDominicaが低率を示す。女ではU．S．A．

White， Canadaが高い．日本は男21位，女20位

で低率国に属するが，この計算年次の後において

は増卸しているものと思われる．

 （b）その他の不慮の事故

 「その他の不慮の事故」による死亡率を国別に

みると，男では，Austria（63．6）が1位を占

め，U・S・A・Non－white（62． 6）がわずかの差で．

つついている．Finland（57．2）， Canada（50． 3＞

に次いで日本（49．8）は5位にある．最低は
Lominica（14。4）でNorthern－lre“and（22． 7）、t

England ＆ Wales（24． 2）， Netherlands （26．0）

Irelandと漸次高率になる．日本を100とした重

合の指数をみると，Austria 128， U．S．A． Non－

white 126， Finland 115， Canada 101で，日本

より低い国では，最低率のDominicaは29で他

の国は46－97の閤にある．

 女では，訂正死亡率はUS．A． Non－white

（28．5）が最：高で，Israel（28．1）， Austria（24．6），

Portugal（21．9）， Scotland（21．3）と漸次低率．

になる．日本（16．8）は高率順18位にある．最低：

率はDominica（6．6）， Italy （10．4）， Sweden．

（12．7）， Netherlands （13．1）， lreland （13．s），

Northern Ireland（13．、8）が線・て低率国に属

し，訂正死亡率14以下である．口本の死亡率を100

とした揚合の指数をみると，U．S．A． Non－white

が170，Israe1167， Austria 146，他の日本より
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高率の国は102～140分間にあり，最低のDomin－

icaは39である，

 1951～53年の死亡率を100として1954～56年の

死亡率の指数を算出してみると，男女ともに増加

を示す国はAustriaとCeylonが，わずかに増

加しているが，他の大部分の国は減少している．

約半数の国で指数は90台を示す．日本は男98，女

92である．

 「その他の不慮の事故」による死亡率において

は，男女ともU．S．A． Non－whiteが高く，Eo－

minicaが最も低い．日本は男5位，女18位てあ
る．

 ・（26）自殺および自傷

 諸国の自殺による死亡率を訂正比較した文献と

して渡辺25）の発表がある．

 各国の「自殺および自傷」による死亡率を比較

すると，男ではFinland（34．2）最高，次いで2

位に日本（32．1）が来り，Switzerland（28・5），

Denmark （27．6） Austria （27．4）， Sweden

（22．8），Germany（22．4）， France（21．2）の順

である．最低はIreland（3．6）で， Noτthem
Ireland （ 4． g）， Dominica （ s． 6）， U．S．A． Non－

white（6．9）， Netherlands（7．2）と相次ぐ。

日本を100とした揚合の指数をみると，Finland

106，Switzerland， Denmark， Austriaは80

台，Sweden 70台， Germany， Franceが60台

で，他の国は58以下1工の間にある．

 女では，日本（19．1）が他に比して著しく高

く，Denmark（12，8）， Austria（1ユ．6）， Germany

（10．2）が訂正死亡率10以上を示す国である．最

低はIreland（0．8）で， Dominica（1．エ）， U．S．

A． Non－white （1．7）， Northern lreland （／．7）

が2．0以下の低率国である．日本を100とした場

合の指数をみると，2位のDenmarkおよび3
位のAustriaが60台， Germany， Switzerland

が50台，最低のIrelandが4で，他は6－41の
間にある．

 1951～53年の死亡率と此尽すると， H本では

1951～53年の死亡率を100とした野合．1954～56

年は男125，女116と増加を示している．Domir
nicaで著明な減少を示す以外は， Denlnark， ltaly

で指数90台，この他の国はすべて増加を示す．

 「自殺および自傷」による死亡率は，男では，

Rnland，ついで日本，女では日本1位， Denmark

2位の高率である事が印象的である，

 （27）他殺および戦争行為

 「他殺おまび戦孚行為」の死亡率を各国につい

て比較すると，男ではU．S．A． Non－white（40．8）

がとびぬけて高率を示し，2位のIsrael（13． 2）

の3倍以上である．次いでDominlca（8．9），

Ceア10n（7．9）となり，日本（3．0）は高率順

8位にある．最低はNetheriands（O．4）で，

1N’orway（0．4）， Ireland（0．5）等が低率であ

る．日本を100とした揚合の指数をみると，U．S・A．

Non－whiteは約1400， Israel 445， Dominica，

Ceylonが200台を示し，低率国のNetherlands

は12，Norway 13， Ireland， Northern Ireland

も10台である．

 女の訂正死亡率をみると，男と同様U．S・A．

Non－white（9．9）が著しく高率である．つつく

2位のDominica（1．9）の5倍以上である、2

位以下の国の間における差は非常に少ない．日本

（1．6）は高率順5位である．最低はIreland

（0。1）でNetherlands（O．2）， Northern Ire一

三and（0．3）がっつく． 日本を100とした場合の指

数をみるとU．S．A．Non－whiteは638，他の日本よ

り高率な国は105～135の聞にある．Irelandは

9となり，Nether至ands 13である．

 1951～53年目死亡率を100とした：場合，1954～

56年の指数をみると，男女とも著明な減少を示す

のはDenmark， Netherlands， Israei ￥である．

日本は男115，女107とわずかに増加している．

 「他殺および戦孚行為」の死亡率では，U．S．A．、

Non－whiteが男女ともに著明に高いことが印象

的であり，日本は男8位，女5．位である．

         結  論

 W．H．O．の報告に記載されている死因統計の

数値を資料として，1950年における世界46逓「合

計入口を標準人口として，1954～56の3ヵ年を一

括して，世界24ヵ国における36死因について，年

令訂正死亡率を算出して国別比較を試みた．これ

らの結果のうち，特に注目されることは次の如く
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である．

 全死因の訂正死亡率は男女ともにPortuga’，

Ceylon，「U．S．A． Non－whiteに高く，日本は高

率順5位である．Norway， Netherlandsが低率

である．

 結核死亡率は，男ではPortuga1が1位，次い

で2位を日本が占め，Denmark， Netherlands，

U．S．A． White等において低い．女では日本が最

高で，欧米諸国におけるよりもはるかに高率であ
るt’

煤Dt

 赤痢死亡率では，男女ともにCeylonに次いで

日本が2位を占めること，および西欧白人諸国にお

いて非常に低率であることが特に注目に値する．

 ジフテリアの死亡率では，男女とも，Portuga！，

South Africa， Dominica， Ceylon， Italyに次

いで日本は6位である．日本においては，1951～

53年の死亡率よりも，増加七ていることが注目さ

れる．

 百日咳の死亡率は，男女を通じて Domlnlca，

Portuga1， Austriaが1，2，3，位を占め，日本は7

位である．

 髄膜炎菌感染による死亡率は，New Zealanら

Sつuth Africa， Australiaの南半球諸国において

男女ともに1～3位を占めること，DOmm1caに

おいて皆無であることが注目される．日本は男2Q

位，女22位である．

 急性灰白髄炎：の死亡率では，男女ともにJsra（・ ，

South Africaの2国が著しく高率なことが特に

注目される．日本は男18位，女15位をしめる．

 麻疹死亡率においては， 1951～53年の死亡率

と，1954～56年のそれを比較すると，日本では男

女ともに約半分に減少しているにもかかわらず，

日本が．1位を占めていることが注目される．

 悪性新生物（全部位）の死亡では，男では

Finland，女ではDenmarkが1位をしめ，日本

は男20位，女22位で，低率国群に属しているが，

しかし率そのものは男女とも最高率の国との閉に

大差はない。

 「良性および性質不詳の新生物」の死亡率で

は，男女ともにIsraelが最高，ついでGermany

が高率であることが特に注目され，Ceylonが低率

であり，日本は男5位，女6位である．

 糖尿病の死亡率は，男ではCeylQnが最高率を

示すこと，米国においては，白人・有色人ともに

高率であるが，特に有色入の女が著しく高率を示

すこと，米国と対照的に英国ボ低率であることが

極めて注目される．日本は男女ともにDominica

に次いで低率2位である．

 貧血死亡率は，CeylonおよびDominicaに
おいて著しく高率であり，日本は男14位，女20位

で，中傷国群に属している．

 「中as神経系の蝉損傷」による死亡湘こおい

ては，男女とも日本が特に高率で1位を占めるこ

と，Ceylon， Dominicaの2国脚著しく低率であ

ることカミ注目をひく．

 全Pt臓疾患の死亡率では，男女ともにU・S・A．

Non－whiteが最も高く，Dominica，日本， Cey－

lonの3国は低率を示す一群を形成している．

 慢性リュウマチ性心臓疾患による死亡率は，男

ではPortugal， Italy，女ではこの逆でItaly・Po「．

tugalがそれぞれ1，2位をしめ， Domlnユca，

Germany， Franceは男女ともに低率である． N

本は男22位，女19位である．

 頻脈硬化性および変性性心臓疾憲」の死亡率

では，男女ともに欧米白人諸国が高率を示してい

るのに，Franceの．みが著しく低率であることが

注目される．Dothinica， Ceylonも著しく低率で

ある．

 「その他の心臓疾患」の死亡率は，France，

Portugal， Dominicaが1～3位をしめ，日本は

中位こある．

 「心臓疾患を伴う高血圧症」の死亡率では，男

女ともにU．S．A． Non－whiteが異常に高率を示

すことが極めて特徴的である．日本はDominica

についで低率順2位である．

 高血圧症の死亡率では，男女ともにU．S．A．

Non whiteが異常高率を示して1位を占めるこ

と，および白人の国としてFranceの低率が注目

をひく．日本は男16，女21位である．

 「心臓の記載のない高血圧症」の死亡率では，

男女ともにU．S．A． Non－whiteが最：高で，日本

は5位をしめる．
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 肺炎の死亡率は，Portugal， Ceylon， South

Africaが高率で， 日本も男女ともに6位で高率

平群に属している．Denmark， Netherlands，

Switzerland， New Zealand， U．S．A． White等

が低率である．

 気管支炎の死亡率は，ことに男においてEng－

land ＆ Wales， Scotland， Northern lreland

が高率であるが，いっぽうU．S．A． White， Non．

whiteともに低率である．日本は男女ともに9位

である．

  婿および十二指腸潰瘍」の死亡率では，男女

ともに日本が著明に高く，1位であることが注目

され，Franceが白人の国としては低率を示す．

 虫垂炎の死亡率は，男女ともにAustria， Ger－

many， Switzerlandの3国が特に高率であるこ

とが特記される．

  「腸閉塞およびヘルニア」の死亡率は各国間に

おける差が比較的少ないが，Austria， Germany，

Italy等虫垂炎死亡率の高い国は本症死亡率も高

いかの如く思われる．

 「胃炎・十二指腸炎・腸炎および大腸炎」の死

亡率は，Portugal， Dominica， Ceylon，日本等

において特に高く，西欧諸国においては低率であ

る．

 肝硬変の死亡率は，Portugal， Franceの2国

．が特に高率であり，England＆Walesの低い

ことが注目される．日本は男6位，女3位の高率

国である．

 「腎炎およびネフローゼ」の死亡率は，男女を

通じて日本が最高を示し，POrtugal， U．S．A．

Non－whiteも高率を示すこと， Denmarkが最

下位であることが注目される．

 「精神病の記載のない老衰，ならびに診断名不

適当および不明の原因」の死亡率は，男女ともに

Ceylon， Domin’ica， Portugalで高率で，白本も

男5位，女4位をしめる．

 不慮の事故による死亡率は，男女を通じて

U．S．A． Non－whiteが1位を占めることが注目さ

れ．日本は男11位，女18位である．

 自動車事故の死亡率は，男女ともにU・S・A．

Non－whiteが1位を占め，男ではAustralia，

Gerlnaryがこれに次ぐことが注目され， Ceylon

およびDomlnicaが低率を示す．女ではU・S・A．

White， Canadaが高い．日本は男21位，女20位

である．しかしごの計算年次以後においては増率

しているものと思われる．

 「その他の不慮の事故」による死亡率において

は，男女ともU．S．A． Non－whiteが高く，Do－

minicaが最：も低い，日本は男5位，女18位であ

る．

 「自殺および自傷」による死亡率は，男ではFin－

Iand，次いで日本，女では日本が1位で， Den－

markが2位の高率であることが印象的である．

 「他殺および戦孚行為」による死亡率では，

U．S。A． Non－whiteが男女とも著明に高いことが

印象的であり，口囲は男8位，女5位である，

 （稿を終るにあたりまして，終始御指導と多大な御助

力をいたS’きました栗原：登助教授はじめ，東北大学医学

部公衆衛生学教室の皆様に，心から御禮申し上げます）
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